
彙
　
報平

成
九
年
度
論
文
題
目

荒
木
　
亮
司

石
川
　
裕
恵

板
井
亜
希
子

上
馬
場
泰
造

宇
野
木
勝
彦

大
塚
　
里
美

萩
原
朔
太
郎
論
　
１
朔
太
郎
の
「
田
舎
と
都
会
」
―

萬
葉
集
に
お
け
る
防
人
歌
の
意
義

金
子
み
す
ず
の
詩
に
つ
い
て

芥
川
龍
之
介
論

　
－
「
歯
車
」
に
み
ら
れ
る
不
安
や
死
－

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
に
於
け
る
作
劇
法

藤
原
定
家

　
１
そ
の
歌
論
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
和
歌
観
－

岡
原
　
宣
仁
　
「
今
昔
物
語
集
」
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
１
「
今
昔
」
と
昔
話
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

緒
方
　
久
我
　
中
原
中
也
論

　
　
　
　
　
　
　
－
中
原
の
創
作
詩
に
見
ら
れ
る
「
空
」
の
様
式
美
１

小
野
　
真
一
　
「
三
四
郎
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
ー
夏
目
漱
石
の
生
涯
と
「
三
四
郎
」
考
－

加
藤
　
　
聡
　
「
パ
ニ
。
ク
」
と
「
裸
の
王
様
」

　
　
　
　
　
　
　
ｉ
開
高
健
の
文
学
に
つ
い
て
の
考
察

岸
田
　
涼
子
　
希
望
表
現
の
一
形
式

　
　
　
　
　
　
　
－
「
ま
ほ
し
」
と
「
た
し
」
を
中
心
に

近
藤
　
　
文
　
「
源
氏
物
語
」
の
研
究

近
藤
　
竜
也
　
秋
成
怪
異
小
説
に
お
け
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
－
「
雨
月
物
語
」
の
女
た
ち

近
藤
　
光
輝
　
夏
目
漱
石
の
「
草
枕
」
に
つ
い
て

後
藤
　
英
輔
　
枕
草
子
に
お
け
る
「
お
か
し
」
か
ら
み
れ
る
清
少

　
　
　
　
　
　
納
言
の
美
意
識

樫
井
　
陽
子
　
梶
井
基
次
郎
論
　
－
病
と
死
－

佐
田
　
知
子
　
国
語
に
お
け
る
語
義
の
変
容
の
一
形
式

　
　
　
　
　
　
　
－
「
う
そ
を
吹
く
」
を
中
心
に
１

佐
藤
　
美
和
　
類
義
語
の
変
容
過
程

　
　
　
　
　
　
　
―
「
あ
ら
た
し
」
と
「
あ
だ
ら
し
」
を
中
心
に
１

千
崎
　
恒
徳
　
国
語
語
彙
の
史
的
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
－
「
お
ど
ろ
く
」
を
中
心
に
Ｉ

田
浦
千
恵
子
　
終
助
詞
「
か
し
」
の
構
文
機
能

高
城
　
哲
子
　
中
原
中
也
論

　
　
　
　
　
　
　
－
「
子
」
と
し
て
の
中
也
「
親
」
と
し
て
の
中
也
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田
淵
　
　
収
　
寺
山
修
司
に
つ
い
て
　
ー
寺
山
修
司
競
馬
エ
ッ
セ

　
　
　
　
　
　
イ
と
そ
の
背
景
に
関
す
る
一
考
察

手
嶋
　
美
穂
　
永
井
路
子
治

徳
永
　
房
幹
　
北
杜
夫
の
文
学
に
現
れ
る
精
神
性

富
永
　
昌
博
　
森
鴎
外
治

中
神
　
清
志
　
田
山
花
袋
の
文
学
に
つ
い
て

中
島
千
香
子
　
金
子
光
晴
治
　
－
何
故
反
戦
詩
人
と
呼
ば
れ
る
か
ー

原
田
こ
ず
恵
　
福
岡
県
筑
豊
地
方
の
方
言
の
変
容

日
田
　
一
美
　
方
言
国
語
史
研
究
　
－
「
な
お
す
」
を
中
心
に
１

平
井
　
雪
汪
　
堀
辰
雄
治

平
田
　
智
子
　
蜻
蛉
日
記
の
研
究

藤
淵
　
有
史
　
詩
人
子
家
元
麿

馬
水
　
千
絵
　
国
語
語
彙
の
史
的
変
容

　
　
　
　
　
　
　
－
「
さ
う
ざ
う
し
」
を
中
心
に

松
下
　
　
護
　
種
子
島
方
言
の
社
会
言
語
学
的
研
究

三
倉
　
英
史
　
高
村
光
太
郎
治

　
　
　
　
　
　
　
－
「
智
恵
子
抄
」
に
於
け
る
光
太
郎
の
愛

村
上
　
和
幸
　
太
宰
治
治

　
　
　
　
　
　
　
－
太
宰
文
学
に
於
け
る
「
人
間
失
格
」
の
位
置
付
け

山
崎
謙
一
郎

吉
岡
　
一
彦

吉
田
　
正
太

吉
田
　
朋
裕

林
　
　
文
斌

渡
辺
　
和
臣

渡
遍
　
理
江

福
岡
・
大
分
に
於
け
る
新
力
石
の
生
成
過
程

近
・
現
代
文
学
作
品
で
考
え
る
人
間
と
は

北
原
白
秋
と
童
謡
の
関
係
に
つ
い
て

草
枕
論
　
－
草
枕
の
探
訪
そ
の
自
然
・
人
物
－

現
代
日
本
語
に
お
け
る
推
量
助
動
詞
に
つ
い
て

若
山
牧
水
　
－
沼
津
時
代
を
中
心
に
考
え
る
Ｉ

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
論

　
－
作
品
に
見
ら
れ
る
賢
治
の
死
生
観
―

朴
　
　
素
埜
　
現
代
日
本
語
の
条
件
表
現
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
ー
「
バ
」
「
タ
ラ
」
「
ナ
ラ
」
「
ト
」
を
中
心
に
Ｉ

李全景陳松
岡

金

輝
明

レ
ナ

潤
蘭

永
貴

直
樹

志
勲

西
鶴
と
中
国
文
化

夏
目
漱
石
の
「
坊
ち
ゃ
ん
」
に
つ
い
て

川
端
康
成
の
「
雪
国
」
に
つ
い
て

石
川
琢
木
論

子
規
の
短
歌
革
新
　
－
花
の
表
現
を
中
心
に
ー

「
鼻
」
と
そ
の
関
連
説
話
を
中
心
に
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〈
学
会
〉

　
　
日
　
時
　
　
十
一
月
十
八
日
（
水
）
　
午
後
一
時
よ
り

　
　
場
　
所
　
　
３
２
号
館
５
０
０
番
犬
講
義
室

【
研
究
発
表
】

　
　
・
室
町
時
代
物
語
に
み
る
継
子
譚
の
特
徴

　
　
　
　
ｉ
「
落
窪
物
語
」
か
ら
「
お
ち
く
ぼ
の
さ
う
し
」
へ
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
永
昭
子

　
　
・
万
葉
集
作
者
未
詳
歌
の
旅
に
つ
い
て

　
　
　
　
ー
旅
の
表
現
の
意
味
す
る
も
の
ー
　
　
　
　
石
川
裕
恵

「
講
演
」

　
　
与
謝
蕪
村
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
道
雄
　
先
生

◇
国
文
学
特
殊
研
究
（
比
較
文
学
Ｉ
）
海
外
研
修

　
　
オ
ラ
ン
ダ
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
／
フ
ラ
ン
ス
（
パ
リ
）
／

　
　
イ
ギ
リ
ス
（
ロ
ン
ド
ン
）
／
香
港

◇
第
二
次
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
五
月
十
三
日
　
湯
布
院
散
策

－

’

－

－

－
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